
 1

１．これまでの経緯 

食物連鎖を通じた生物への蓄積や長期間の摂取による生物への悪影響が懸念されるダ

イオキシン類について、平成１２年 1 月に施行された「ダイオキシン類対策特別措置法」

を受け、ダイオキシン類による底質の汚染に係る環境基準が平成１４年９月に定められ

た。平成１１年度から国土交通省及び地方公共団体が全国的に実施している河川、湖沼

の底質ダイオキシン類に係る調査の結果、２２河川において、環境基準値を超える底質

が認められ、その対策が緊急の課題となっている。 

そこで、国土交通省河川局では、平成１５年６月に、ダイオキシン類に汚染された底

質について、汚染範囲を確定するための調査、対策手法・工法の検討、工事実施中の環

境影響の防止策の検討など対策を実施するための基本的な流れをまとめた「「河川、湖沼

等における底質ダイオキシン類対策マニュアル」を作成した。 

このマニュアル等に基づき、汚染が確認された各河川では、それぞれ河川管理者等が

主体となって、対策に向けて具体的な検討が行っているが、主要な底質ダイオキシン類

対策技術である分解無害化処理技術（注１）、原位置固化処理技術（注２）、覆砂処理技

術（注３）のうち、平成１５年度時点では、分解無害化処理技術、原位置固化処理技術

については、施工実績がなく、安全かつ経済的に処理できる技術は確立されていない状

況であり、綾瀬川（管理者：関東地方整備局）で試験的に実施された覆砂処理技術によ

る対策のみとなっていた。 

このため、国土交通省河川局では、平成１６年度より、学識経験者で構成する「底質

ダイオキシン類対策技術検討委員会（表１参照）」を設置し、図１に示すような現地試験

等を実施して、各技術の実用化に向けた検討を行ってきた。 

今般、平成１６年度から平成１８年度までの３ヵ年にわたる検討の成果を、「底質のダ

イオキシン類対策技術資料集」としてとりまとめた。 

 

表１ 底質ダイオキシン類対策技術検討委員会 委員名簿（平成１９年３月時点） 

 氏名 所属・役職 

委員長 楠田 哲也 北九州市立大学大学院国際環境工学研究科教授 

委員 鈴木 譲 独立行政法人土木研究所水環境研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ上席研究員 

委員 細見 正明 東京農工大学工学部化学システム工学科教授 

委員 益永 茂樹 横浜国立大学大学院環境情報研究院教授 

委員 村岡 浩爾 大阪産業大学人間環境部教授 



図１ 河川局のこれまでの取り組み 
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Ｈ14    ・「底質の汚染に係る環境基準告示」

Ｈ15 

  ○試験施工 ・「河川、湖沼等における底質ダイオ

キシン類対策マニュアル(案)」 

・「河川、湖沼等におけるダイオキシ

ン類常時監視マニュアル(案)」 

Ｈ16 

○実証試験 

（8技術） 

○試験施工 

 

  

 

・「河川、湖沼底質中におけるダイオ

キシン類簡易測定マニュアル（案）」

・「河川、湖沼等における底質ダイオ

キシン類対策マニュアル(案)」及び

「河川、湖沼等におけるダイオキシ

ン類常時監視マニュアル(案)」

H17.3 改訂 

Ｈ17 
○実用化試験 

（1技術） 

○本施工（東京都）

 

 

○試験施工 

（大阪府） 
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○追加実用化試
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Ｈ18 

「底質のダイオキシン類対策技術資料集」として公表予定 
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２．底質のダイオキシン類対策技術資料集の目的 

本書は、河川、湖沼における底質ダイオキシン類対策を適正かつ円滑に実施していく

ための資料集として作成した。現状におけるダイオキシン類の無害化・拡散抑制の対策

技術について、処理の効果、処理に伴う周辺環境への影響の有無、経済性、施工性等を

客観的かつ詳細に技術評価を行った結果を整理している。 

 

３．底質のダイオキシン類対策技術資料集の構成 

 
第１章 総則 

 本書の目的、これまでの対策の経緯、関連する法令等についてとりまとめた。 

第２章 対策の基本的考え方 

 汚染底質の特徴と対策の基本的考え方をとりまとめた。 

第３章 対策技術の概要 

 分解無害化処理技術、固化処理技術、覆砂処理技術等の概要をとりまとめた。 

第４章 分解無害化処理技術の検証 

 公募により選定した技術の分解無害化処理実証試験（８技術）の概要・実用化試験（３

技術）の概要、試験結果及び結果に対する評価をとりまとめた。 
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第５章 原位置固化処理技術の検証 

 横十間川において実施した原位置固化処理試験の概要、結果及び評価をとりまとめた。 

第６章 覆砂技術の検証 

 神崎川及び綾瀬川において実施した実証試験の概要をとりまとめた。 

 

４．今後の予定 

本書を河川等において、底質のダイオキシン類対策に取り組む地方公共団体等に配布し、

ダイオキシン類に汚染された底質の対策を促進していくこととしている。 

なお、本書は、底質のダイオキシン類対策技術に関する今後の研究実績の蓄積や新技術

の開発動向などを踏まえて、引き続き改定を行うこととしている。 

 

＜参考 底質のダイオキシン類の環境基準を超えた汚染が見つかった河川＞ 

河川管理者 河川名 
関東地方整備局 綾瀬川 
宮城県 長沼 
埼玉県 伝右川、古綾瀬川 
東京都 横十間川、北十間川 
山梨県 濁川 
静岡県 巴川 

大阪府 住吉川、東横堀川、道頓堀川、古川、恩智川、尻無川、

神崎川、平野川、正蓮寺川、木津川、六軒家川 
和歌山県 山田川、和歌川、有本川 

 


